ニシムラ アヤ ピノチヨ ノ ドッカイ ピノッキオ カンケイ ブンケン ソウラン by 竹長 吉正
原著論文
139
白鷗大学教育学部論集
2015, ９（１）, 139−178
西村アヤ『ピノチヨ』の読解：近代日本児童文学史研究の一斑
　 （附）ピノッキオ関係文献総覧：和文ものを中心に 　
竹　長　吉　正１
要旨：イタリアの作家コルローディの作品『ピノッキオの冒険』を西村ア
ヤが10歳から11歳の頃に制作したとされる翻案作品『ピノチヨ』について、
原作との比較を通して、加工の中身を検討した。そのまま記憶に残った部
分と作り変えられた部分とを明らかにし、『ピノチヨ』の作品的価値を追究
した。
Key words：児童文学、ピノッキオ研究、翻作、子どもの創作童話、
　　　　　日本語版ピノッキオ図書リスト
１
　西村アヤが11歳（満年齢で10歳）の時、出版された『ピノチヨ』（注１）を現
在の時点において、原典及び原作との比較などを試みながら読解する、と
いうのが本稿のねらいである。
　『ピノチヨ』は言うまでもなく、イタリアの作家コルローディの作品『ピ
ノッキオの冒険』（Le avventure di PINOCCHIO）をふまえたものである。
しかし、西村アヤが親（西村伊作）から「読み聞かせ」の形で聞いたと
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される作品は英語版（PINOCCHIO；The Adventures of a Marionette）と判
断される（注２）。コルローディの作品『ピノッキオの冒険』（Le avventure di 
PINOCCHIO）を原典とここでは呼称する。また、その英語版（PINOCCHIO；
The Adventures of a Marionette）をここでは原作と呼称する。
　西村アヤ『ピノチヨ』と原典（イタリア語版）との比較は、種々の事情
から困難だが（注３）、原作（英語版）がおおむね、原典をふまえているので、
西村アヤ『ピノチヨ』がどのように原作をふまえつつも、どのように原作
離れを成し遂げているかを考察する。
　ここで用語に関する定義をもう一度、確認しておく。原典とはコルロー
ディの作品『ピノッキオの冒険』のイタリア語版、もしくは、それを忠実
に翻訳した日本語版のことである。また、原作とは『ピノッキオの冒険』
の英語版のことであり、西村アヤが親の読み聞かせから、自身、聞き取っ
たとされる原本のことである。
　また、西村アヤは英語版の『ピノッキオ』を読んだわけではない。父親
から聞いて、その記憶をたどりつつ、再現、再構築して一篇の物語を作り
上げた、そうして出来上がったのが『ピノチヨ』である。よって、この作
品『ピノチヨ』を西村アヤの「再話」ととらえる向きもある（注４）。確かに
「再話」とも言えるが、大人の児童文学作家などがよく行う再話とは異なっ
ている。結果的には「再話」と言える作品に仕上がっているが、原作を目
で読むことができた上での再話ではなく、原作を耳で聞いただけでの再話
であるので、そこにはおのずから大人の作家による再話とは著しく異なる
ものがある。よって、一種の「創作童話」、つまり、子どもによる「創作童
話」とみなしていいのではないだろうか。わたくしはそう判断している。
　ところで、この本には西村アヤ自身が描いたとされる絵もたくさん挿入
されているが、ここでは文章の読解を中心とし、読解の補助資料として絵
を参照するという程度にとどめておく（注５）。
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２
　西村アヤは本の「はしがき」で、次のように述べている。
　（前略）ピノチヨの鼻がひとりでに急に長くのびるのや、大きな大きな蛇
から煙が出ているのや、足で戸をけったので、戸が破れて、足がその中へ
入ってぬけなくなってしまったのや、そのほか、まだ色々の面白い事があ
りましたが忘れてしまいましたから書けませんでした。（注６）
　「（ピノッキオの）鼻がひとりでに急に長くのびる」「大きな大きな蛇から
煙が出ている」「足で戸をけったので、戸が破れて、足がその中へ入ってぬ
けなくなってしまった」、これらの部分は原作には存在するのだが、『ピノ
チヨ』では省かれている。
　さて、作品の書き出しを見てみよう。それは、次のようになっている。
　昔ある所に、王様……でない、一本の木のきれがありました。その木の
きれは、かまどなどにくべて、もやしてしまうような木なのです。
　チエリーという木こりがどこかでこの木のきれをみつけて、家へ持って
帰り、机の足にしようと思って、のこぎりで切りかけると、どこかで、
「こらこら、私を切る者は誰だ」
と、いう者があります。チエリーは、あたりをみまわしましたが、なにもあ
りません。しばらく考えていましたが、これはこの木が言ったのだと思っ
て、投げつけると、又、
「こらこら私を投げつけるのは、誰だ」
といいます。チエリーは気味悪く思っている所へ、ゲぺットという親も子
も兄弟も何もない、一人ぼっちの人が来て、人形をこしらえるのだが、な
にかよい木がないかと、聞きましたから、
「ちょうど今、よい木がある」
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といって、気味の悪いと思った木を、そのゲぺットという男にやりました。
　ゲぺットは喜んで、その木を自分の家へ持って帰り、人形をこしらえな
がら、
「この人形にピノチヨという名をつけてやろう」
と、ひとりごとを言いました（注７）。
　この文章の冒頭部は、原作（英語版）では、次のようになっている（注８）。
  Once upon a time there was -------
  “A king ?” my little readers will immediately say.
  No, children, you are mistaken. Once upon a time there was a piece of 
wood. It was not fine wood, but a simple piece of wood from the wood 
yard,------the kind we put in the stoves and fireplaces so as to make a fire 
and heat the rooms.
　西村本（西村アヤ『ピノチヨ』を以下、このように略して呼称する）で
は「チエリーという木こりがどこかでこの木のきれをみつけて」とあるが、
原作では木こりの名は「アントニオ」（Antonio）で、あだ名が「サクラン
ボ親方」（Master Cherry）である。それは彼の鼻がサクランボのような赤
紫色だったからである。西村本では、このような詳細は述べられていない。
しかし、他の部分は正確な記述なので西村アヤの記憶力は、ほとんど申し
分のない、優れたものだと感心する。
　次に、翻訳には訳された当時の時代や社会の状況が反映する。西村本は
大正９年（1920）の出版である。ピノッキオが操り人形の芝居を見たくて、
その戸口で入場料のことを聞く。
そこのところを、西村本では次のように書いている。
　それは面白そうな人形芝居でありました。ピノチヨは中へ入ろうと思い
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ましたが、お金を持っていません。そばにいた人に、いくらいるかと聞く
と四銭だと言ったので、誰かにお金をもらおうと思って、あたりにいる人
にお金をくださいと言いましたが誰もくれません。それでは四銭とABCの
本と、換えこと
4 4 4 4
してくださいと言いましたが、それでも誰も換えてくれま
せん。そこへ、屑買いが来て、本と四銭とを換えてくれました（注９）。
　ここでは「換えこと」という言葉遣いが独特である。大人であれば、「交
換」という言葉がすぐに出てくるのだが、当時、子どもの用いる言葉とし
て、この「換えこと」が作者に浮かんだのであろう。また、芝居の入場料
が「四銭」というのは当時の金銭感覚として妥当であったのだろう。しか
し、残念ながら、今日の読者にはよく理解できない。
　「四銭」の部分は英語版では「四ペンス」（four pennies）である。原典の
イタリア語版では「四ソルド」（quattro soldi）となっている。ちなみに、
昭和25年（1950）に出た岩波文庫『ピノッキオ』（訳・柏熊達生）初版で
は「二十銭」となっている。これは当時の貨幣価値を考慮して訳者が、読
者に理解できるように改めたと判断することができる。
　ところで、西村本におけるこの部分の叙述は、きわめて簡潔である。簡
潔すぎて物足りないくらいである。出来事を次から次へと追いかける、子
どもらしい関心のありようをよく示している。
　しかし、ここは原作や原典をじっくり、味わった方がよい。今、原作（英
語版）の訳を試みると、次のようになる。
　「そばにいた人に、いくらいるかと聞くと四ペンスだと言ったので、誰か
にお金をもらおうと思って、あたりにいる人にお金をくださいと言いまし
たが誰もくれません。」（注10）
　芝居が見たくて見たくて仕方がないピノッキオは、そばにいた自分と同
じくらいの年齢の子どもに頼む。西村本だとそばにいた人は、子どもと限っ
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ていないようである。大人に頼んでいるような口ぶりである。しかし、原
作では、はっきりと、子どもが相手である。子ども同士の会話なのである。
そして、その子ども同士の会話が、次のように続いている。
  “What is that house?” asked Pinocchio, turning to a boy standing near.
……………
  “Would you give me four pennies until tomorrow?”
  “I would give you the pennies willingly, but today I have none to spare.”
  “For four pennies I will sell you my jacket,” said the marionette.
  “What good would a paper cardboard jacket do me?  If it rains on it, it will 
fall apart.”
  “I will sell my shoes.”
  “They are good only for a fire.”
  “How much will you give me for my cap?”
  “Nice bargain, truly!  A cap of bread!  Why, the rats would eat it all in a 
night.”
  Pinocchio was full of trouble. He stood there not knowing what to do. He 
had not the courage to offer the last thing he had. He hesitated, but finally 
he said, “Will you give me four pennies for this ABC card?”
  “I am a boy and I do not buy from boys,” replied the little fellow, who had 
more good sense than the marionette.
  “For four pennies I will take the ABC card,” said a seller of old clothes, who 
heard the conversation. So the card was sold at once.
　これは原典に忠実な英語訳である。つまり、ピノッキオは人形芝居を見
たくて仕方がない。それで、芝居小屋のそばにいた少年に、「明日まで、
四ペンス貸してくれないか。」と頼む。すると、その少年は、「喜んで貸し
てやりたいんだが、あいにく、今日はそれを使う必要があるのでだめなん
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だ。」と言う。ピノッキオは「それじゃ、ぼくの服を四ペンスで売るよ。」
と言う。少年は「紙でできた服で、ぼくにどうしろって？　そんなの、雨
が降ったらびしょびしょになって、脱げなくなるよ。」と言う。ピノッキオ
はさらに言う、「靴を売るよ。」少年が言う、「それは火のたきつけにいい
ね。」「ぼくの帽子なら、いくらで買う？」「こりゃ、いいね。食パンで作っ
た帽子だね。夜にはネズミがそれを全部食べ尽くしてしまうよ。」ピノッキ
オは全く困ってしまった。どうしていいかわからなくてそこに立ちつくし
た。最後の持ち物を言いだす勇気が、なかなか出なかった。もじもじして
いたが、ピノッキオは、ついに言った、「このABCの本を四ペンスで、どう
だろうか？」「ぼくは少年だよ。少年が少年から物は買わないものだよ。」
ピノッキオより、ずっとませた、その少年はそう答えた。すると、その時、
「そのABCの本を四ペンスで買おう。」と古着屋が言った。その人は二人の
会話を聞いていたのだ。だから、ABCの本はすぐに売れてしまった。
　ざっと、このような次第なのである。それが西村本では、既に見たよう
な形で、きわめて簡単に書かれている。やはり、この部分は原典もしくは
英語版の原作のように、ピノッキオと少年とのいろんなやり取りがあった
方が物語として楽しめる。
３
　ピノッキオが「人形芝居のかしら」（「髭
ひげ
のたくさん生えた男」なので西
村本では「髭男」とも表記される）から金貨をもらってジェッペット（＊
西村本ではゲぺットと表記）の家に帰る途中、キツネとネコの二人組に出
合う。原作では、二人組のうち、主導権を握っているのはキツネであり、
ネコはそれにつき従っているという関係性がある。しかし、西村本ではキ
ツネとネコはたえず、一緒に行動しており、両者の間に先導者・後続者等
の顕著な関係性は見られない。悪者はいつも、一緒に行動して悪い事をす
るのであり、キツネとネコそれぞれの個性を表示する会話や仕草が表現さ
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れていないのである。
　この箇所は西村本では次のような表現になっている。
　ピノチヨはそれをもらって、うちへ帰ってお父さんを喜ばせようと思っ
て帰る途中で、めくらのまねをしたネコと、ちんばのまねをしたキツネと
が来て、ピノチヨに、
「お金を増やすことを教えてあげようか。お前はお金を持っているだろう。
そのお金をまいておけば、木が生えてきて、それへたくさんお金がなるの
だ。そうしてそのような木が生えるところがあるのだ。一緒にゆこうじゃ
ないか」
と言いました。そこへカラスが飛んで来て、
「そんな所へ行ったらいけません」
とピノチヨに教えると、めくらのまねをしたネコがそのカラスをつかまえ
て食べてしまいました。ピノチヨはどうしようかと思っていましたが、キ
ツネとネコとがあまり勧めますから、つい、行く気になって、一緒に行き
ました（注11）。
　原作では「お金を増やすことを教えてあげようか」という話を持ち出す
のはキツネである。しかし、ピノッキオはちゅうちょする。「お父さんがひ
どく心配して、ぼくを待ってると思うから、家に帰る」と言う。するとキ
ツネが言う、「どうしても家へ帰るというんですね。それならお帰りなさ
い。ずいぶん損な話ですがね」「ずいぶん損な話ですがね」とネコが続い
て、同じことを言う。「まあ、よく考えてみるんですね。あなたは幸運を蹴
飛ばそうとしてるんですからね」とキツネが言うと、「幸運をね」とネコが
言う。
　このようなキツネとネコは、同じ悪者なのだが、どちらかが主導してい
て（ここでの主導者はキツネ）、もう一人はそれに続くという関係性を持っ
ている。こうした関係性は物語の進行を、語りの上で興味深くする。その
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点への配慮が西村本には欠けている。
　ちなみに、「そんな所へ行ったらいけません」と警告を発するのはカラス
となっているが、原作ではツグミである。それは英語版のblack birdを「カ
ラス」と訳して作者に伝えた大人の責任と言うことができる。原典のイタ
リア語版ではmerlo（ツグミ）となっている。
　また、ネコが「めくらのまねをする」、キツネが「ちんばのまねをする」
というのは原作どおりだが、これは障害者差別につながる表現だとして一
時、我が国で問題になったことがある（注12）。原典でも確かに、「びっこのキ
ツネ」「両目とも見えないめくらのネコ」となっている。「……のまねをす
る」というのは西村本の特徴であるが、それは作者の西村アヤがこの話を
聞きとって、そう判断したからにほかならない。物語の先を聞いて、そう
判断したのである。したがって、作品が書かれたのは、親の語りを最後ま
で聞いてからのことであるので、「……のまねをする」という表現が可能
になったと言える。しかし、この時点ではピノッキオは、キツネやネコが
障害者の「まねをしている」などとは気づいていないのである。この表現
は、作品のストーリーの先を急いだ表現であり、読者にとって少し興ざめ
なものとなっている。
４
　『ピノチヨ』には省略されている部分が多いが、特に原典及び原作ではか
なり重要だと判断される部分を取り上げてみる。ピノッキオの話では、よ
く、ピノッキオがウソをつくと彼の鼻が延びるというエピソードが指摘さ
れる（注13）。
　西村の『ピノチヨ』には、それが入る可能性の箇所として、次の部分が
ある。
　ピノチヨは気が付いてみると、寝
ね
台
だい
の上に寝かせられていました。そう
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すると、青い髪のお姫さまはお薬を持ってきて、お飲みなさいと言いまし
たが、ピノチヨは飲みません。
　青い髪のお姫さまはお菓子を持ってきて、
「お薬を飲めば、このお菓子をあげますから、お飲みなさい」
と言いましたが、それでもピノチヨは飲みません。その時、ウサギが四匹
で棺を持ってきました。ピノチヨはお姫さまに、
「あのウサギが持っているものは何ですか」
と聞きますと、お姫さまは、
「あなたがお薬を飲まないから、死んでしまうのです。それで、その棺へ入
れるためにウサギどもが持って来たのです」
と言いました。ピノチヨはそれを聞くと、すぐに、そのお薬を飲んでしま
いました。それで、だんだんよくなって、しまいには、すっかり治ってし
まいました。
　良くなるとピノチヨはお父さんのゲペットに会いたくなって、お姫さま
に、
「お父さんに会いたい、お父さんに会いたい」
と言います（注14）。
　これは、キツネとネコの追いはぎによって大きな樫の木につるされたピ
ノッキオが鷹とむく犬
4 4 4
に救出されてお姫さま（※仙女＝妖精さん）の家に
連れてこられてからの出来事である。
　「それで、だんだんよくなって、しまいには、すっかり治ってしまいまし
た」と「良くなるとピノチヨはお父さんのゲペットに会いたくなって、お
姫さまに」との間に、ピノッキオがウソをつく場面が存在するのである。
薬を飲んで元気になったピノッキオは、お姫さまからこれまでのことを話
してごらんと促され、人形芝居の親方からもらった金貨四枚のことなどを
話す。この箇所は原作（英語版）では次のようになっている（注15）。
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  “And where have you put the four pieces of gold now?” asked the Fairy.
  “I have lost them,” replied Pinocchio. But he told a lie; for he had them in 
his pocket.
  Scarcely had he told this lie when his nose, which was already long, grew 
two fingers longer.
  “And where did you lose them?”
  “In the forest.”
  At this second lie his nose grew still longer.
  “If you have lost them in the forest, we will look for them and find them, 
because all that is lost in my forest is always found again.”
  “Oh, now I remember well,” replied Pinocchio ; “the four pieces of money 
were swallowed when I took that medicine.”
  At this third lie the nose grew so long that poor Pinocchio could not turn 
himself round in the room. If he turned to one side, it struck the bed or the 
glass in the window; if he turned to the other side, it struck the walls or the 
door of the room; if he raised his head, he ran the risk of putting out one of 
the Fairy’s eyes. 
  And the Fairy looked and laughed.
  “Why do you laugh?” asked the marionette, quite confused and surprised 
because his nose had grown so long.
  “I laugh at the foolish lies you have told.”
  “How do you know that I have told lies?”
  “Lies, my boy, are recognized immediately, because there are two kinds: 
there are lies that have short legs and lies that have long nose. Yours seem 
to have long nose.”
  Pinocchio, not knowing where to hide himself for shame, tried to get out 
of the room, but he did not succeed. His nose had grown so large that he 
could not go through the door.
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（「それで、その四枚の金貨は、今、どこに持っているの？」と妖精さんは
尋ねた。「ぼく、なくしちゃったんです」とピノッキオは答えた。だが、そ
れはうそだった。彼はポケットの中にそれらを持っていた。ところで、こ
のウソをついた途端、もう充分に長かった彼の鼻が二本の指くらいの長さ
になった。「それで、どこでなくしたの？」「森の中で」この二度めのウソ
で彼の鼻はなおも長くなった。「もし森の中でなくしたのなら、探しに行っ
て見つけましょう。私の森でなくしたのなら、いつも、見つかるのですか
ら」「ああ、そうだ！　思い出しました」とピノッキオは言った。「四枚の
金貨は呑みこんだのです。さっき、薬を飲んだ時に」この三度めのウソで
鼻はさらに長く伸びて、あわれなピノッキオは部屋の中で向きを変えるこ
とができなくなった。ある方向に向くと、ベッドか窓ガラスにぶつかる。
また、別の方向に向くと、壁かドアにぶつかった。頭を上げようとすると、
妖精さんの目の片方を突いてしまうようになるのであった。妖精さんはそ
れを見て笑った。「あなたはどうして笑うんですか？」ピノッキオはひどく
混乱して、どうしていいかわからくなっていた。なぜなら、彼の鼻はどん
どん伸びていったから。「あなたが言ったウソが馬鹿げているからよ」「う
そを言ったと、どうしてわかるんですか？」「うそはね、あなた、すぐに見
破られるのよ。ウソには二つの種類があるの。一つは短い足をもつウソ、
もう一つは長い鼻をもつウソ。あなたのは長い鼻をもつウソのようね」ピ
ノッキオは恥ずかしさのあまり、どこかに隠れようとしたが、隠れる場所
がみつからないので、部屋から出ていこうとした。だが、それはうまくい
かなかった。彼の鼻が余りにも大きくなり過ぎて、ドアを通り抜けること
ができなかった。）
　
　この箇所における「鼻が伸びること」は、ふつう、「ウソをつく」ピノッ
キオの「悪い癖」を直してやろうとして妖精が仕掛けたものと理解されて
いる。確かに、その通りであるが、この箇所を読む読者（特に子ども読者）
は、二度、三度と繰り返し、ウソをつく少年の面白さを感じる。鼻が伸び
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るのは、一種のお仕置きなのだが、それに逆らって、どこまでいけるだろ
うかと、子ども読者は半ば、感情移入していく。「見破られること」が分
かっていても、ウソをついてしまう、そういう子どもの心理がふまえられ、
表現されたのである。それは大人をからかってみたいとする願望や、大人
と関係性を持ちたいがための「手段としてのウソ」（方便としてのウソ）で
あったりする。
　ところで、ここでピノッキオのつくウソは、人形芝居の親方からもらっ
た金貨四枚を隠すためのウソである。それは妖精さんに金貨四枚のありか
を知らせたくないという動機から出たものと考えられないだろうか。悪者
であるキツネやネコと違って、どう見ても悪者と思えない妖精さんに本当
のことを言えなかったピノッキオは、「ウソをつく」癖をもっていたからと
いう単純なことのほかに、ジェッペットに会うまではどうしてもこの金貨
四枚を守りぬくぞという強い決意があったのではなかろうか。それ故、善
い人物である妖精さんにもそれを明かすことができなかったのである。
　だとすれば、この箇所で、妖精さんがピノッキオのウソをつく「癖」を
直すために鼻を長くしたという「お仕置き」ははたして妥当だったのかど
うか、疑問が残る。
　作者コルローディは、子ども読者に対する一種の「受け狙い」から、ピ
ノッキオの鼻が伸びるエピソードを挿入したのであろうが、ここには、も
う一つ、ピノッキオの「ジェッペット思いの気持ち」が存在していた、そ
のことを指摘しておかなければならない。また、作者コルローディはこの
エピソードに「ウソをつくと鼻が伸びる」というお仕置きを含む教訓の盛
り込みをも意図していたと考えることができる。こうした教訓のメッセー
ジから逃れるためにも、この場面での、ピノッキオの「ジェッペット思い
の気持ち」を掘り起こしてみたい。
　ともあれ、子ども読者には、このピノッキオが「ウソをつく、鼻が伸び
る」ということの繰り返しがたまらなく楽しいのである。しかし、西村本
では、この部分はすっかり、省かれている。たいへん残念である。
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５
　これまで、西村本の良さを、あまり取り上げてこなかった。よって、最
後に、この作品のすばらしい点を指摘しておく。
　この作品は、ピノッキオの物語を、実によくコンパクトにまとめてある。
そのことが大きな特徴である。ピノッキオの物語はかなりの長編であるが、
それを実に手際よくまとめている。この本の１ページは字数210字で、物語
全体は136ページ（28,560字）である（注16）。
　また、原作にはない季節感が取り入れられている。例えば『ピノチヨ』
第13章の書き出しは、次のようになっている。
　その中
うち
に、また、冬が来ました。けれども、ピノチヨは、寝るのに
ふとんもなく、自分で編んだむしろへ寝ます。ある寒い朝、道で大き
な大きなカタツムリに会いました。カタツムリは、ピノチヨを見て、
「ああピノチヨか、お前は私を知っているか」
と、なれなれしく話しかけますので、ピノチヨは誰かと思って、よく見
ると、それはこの間青い髪のお姫様の家にいたカタツムリでした（注17）。
　冬の季節は、『ピノチヨ』の第2章で既に提出ずみである。それはゲペッ
ト（※ジェッペット）が自分の上着を売って「ABCの本」を買ってくる場
面である。
　雪が降っているのに、じゅばんだけになって、本を持って帰って来
ました。ピノチヨはそんなにして寒くありませんかと聞くと、ゲペッ
トは、「今日は暑い。」と、言っていました（注18）。
　そして、『ピノチヨ』の最終章（第14章）の冒頭部は、次のようになって
いる。
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　ある朝、ピノチヨが目をさまして、窓から外を見ますと、夕べの中
うち
に降った雪が道にまっ白く二三寸積もっていました。向うの家の屋根
にも道のそばの枯れ木にも一ぱい真綿をかけたように雪が積もってい
ました。ピノチヨは「困るなあ」と思いながら自分の着物を取りに行
きますと、自分の着物は立派なビロウドの着物とかわって、そのそば
に美しい毛の、がいとうがあって、あったかそうなお父さんの着物も
ありました。（注19）
　この箇所は、第２章のゲペットが「じゅばんだけになって」ふるえている
姿と対になっている。つまり、寒さにふるえていたゲペットが、ここ（第
14章）では美しい毛の外套を与えられるのである。
　したがって作者は、もともと季節感の希薄な原作（注20）に、季節感に敏感な
日本人の読者を想定して季節感を加味したというよりも、第２章のゲペッ
ト（雪の降る寒いさなかに自分の上着を売った献身的行為）に対する報い
として第14章の「お姫様からのプレゼント」を設定しているのであり、そ
のために「冬という季節感の提出」は不可欠であったということになる。
　ちなみに、原作のピノッキオ物語では、この種の一貫性は考慮されてい
ない。すなわち、ジェッペットがピノッキオの教科書（「ABCの本」）を買
うために上着を売った行為は、その時限りのこととして扱われている。し
かし、『ピノチヨ』の作者はそれに満足できず、既に述べたような「追加」
を行ったのである。
　これは作者西村アヤのすばらしい創作力の発露である。
　さらに、『ピノチヨ』第14章の続きを見てみよう。
　ピノチヨはあまりふしぎなので、あちらを見たり、こちらを見たり、
裏返したり、袖口の飾りを見たりしていましたが、ポケットの中へ手
を入れてみると、一つの紙切れがピンで止めてあって、それにはこう
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書いてありました。
　「ピノチヨ、お前はお父様によく孝行して、よく働く、よい子になっ
たから、お前が働いてためたお金を私にくれてありがとう、けれど私
はお前にこのお金を返してあげます。そしてお前を本当の子どもにし
てあげましたから、これからも、よくお父さんに孝行なさい、この家
もお前にあげます。　青い髪の姫より」
　ピノチヨはこの事を読んで（この時はお姫様と島にいた頃学校へ行
きましたから字が読めたのです）たいへん喜び、すぐにその着物のポ
ケットの中へ手を入れて探りますと、お金が十八入っていました。そ
うしてそれが皆、金貨になっていました。ピノチヨはその着物を着て、
お金を持って、急いでお父さんの室
へや
へ入って行きますと、お父さんは
ストーブの前で本を読んでいましたが、ピノチヨが行くとすぐ、
　「ピノチヨ、お前は本当の子どもになったね」
と言いますから、ピノチヨははじめて気が付いて自分をよく見ると、
前のようにがつがつしていないで、きれいな本当の子どもになってい
ました。鼻も当たり前になおって、ピノチヨはまた、喜びました。そ
うしてお父さんにさっきの紙切れに書いたものを見せますと、お父様
もたいへん喜んで、
「お前がよく働くから、青い髪のお姫様が助けて下さったのだ、本当に
良かったね」
とおっしゃって、ピノチヨの頭をなでながら、
　「もうお前は今日から働かなくても、これだけお金があればよいん
だよ、さあお前の好きなものを言いなさい、何でも買ってあげますか
ら」
とおっしゃいましたが、ピノチヨは、やっぱり働きたいので、山羊を
一匹買ってもらって、それの世話をして、お父さんとふたりで楽しく
暮らしました。その後、青い髪のお姫様とカタツムリはどこへ行った
か、誰も知っている者はありませんでした（注21）。
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　青い髪のお姫様（※仙女＝妖精さん）が残した紙切れにある「お前はお
父様によく孝行して」（＊傍線、引用者）「よくお父さんに孝行なさい」（同
前）などの言葉は当時の日本の様子を伝えるものである。しかし、作者は
この物語を締めくくるにあたり、この物語を単なる「因果応報」（善因善
果）の孝行話に終らせていない。このことに注目すべきである。
　お父さんが「もうお前は今日から働かなくても、これだけお金があれば
よいんだよ、さあお前の好きなものを言いなさい、何でも買ってあげます
から」と甘い言葉を言うのに対し、ピノチヨは何と言ったのか、その言葉
は明確に記されていない。しかし、ピノチヨのとった行動は、「山羊を一匹
買ってもらって、それの世話を（すること）」であった。ピノチヨは、やっ
ぱり、「働くこと」にこだわるのである。ここのところが、しっかり、原作
の本質をとらえている。
　そして、そのように、人間としてしっかりしたピノチヨは、「がつがつし
ていないで、きれいな本当の子ども」になった。顔も含めて外見が、しっ
かりしてきたのである。そのようなピノチヨに、「青い髪のお姫様とカタツ
ムリ」はもはや、必要はなくなった。しかし、このことは、裏を返せば、
まだ人間としてしっかりせず、発達の途上にある「迷える子ども」には、
彼らが必要であるということだ。この物語は、「がつがつしている」一人
の子どもが、あちらの壁にぶつかり、こちらの壁にぶつかり、また、泥ん
このぬかるみ道に足を踏み入れたり（時には大きな底なし沼に落ちて苦し
んだり）して、もがきながら生きて行く、そんな話である。しかし、その
子どもを遠くから眺めていて、時には近づいて助けたり、また、子どもが
調子づいてくると、急に姿をくらましてどこかへ行ってしまう、そのよう
な「つかず離れず」の人物も登場し、そのような人物の存在がこの物語で
は重要である。すなわち、「青い髪のお姫様とカタツムリ」がいなかった
ら、ピノチヨは十全には発達しないのである。いくら優しいお父さん（ゲ
ペット）がいても、彼の存在だけではだめなのである。子どもは親や家族
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といった限られた輪の中で育つのみならず、もっと他の多くの人との関わ
りの中で育っていくものだというメッセージが、この作品には込められて
いる。そのようなことまで考えさせてくれる作品になっている。
　もちろん、こうしたことは作者（西村アヤ）の考え及ばぬことであった
ろうが、いくら子どもが作った作品であれ、原作の本質は正確に選び取ら
れているのだ。大人が語り出す言葉の群れを自分で聞きとって、物語を再
構築することを西村アヤは行ったわけだが、その場合、彼女は自分にとっ
て「必要な選択」に集中した。そして、その彼女にとっての「必要な選択」
は原作の本質を外れていなかったということである。
　物語の再構築は、早急にできるものではない。厳しく言えば、原作の本
質に向っての「煎じつめるような」思考の練り直しが不可欠である。西村
アヤは『ピノチヨ』を書くにあたり、「読み聞かせ」の場から自身が聞き
取ったことをもとに、メモを取るなどして「必要な選択」に集中しそれに
近い地点に到達した。そして、ついに、この再話作品『ピノチヨ』を完成
したのである。
注
（１）　西村アヤ『ピノチヨ』（鈴屋出版部　大正９年12月第５版＊大正９年５月初版）。全148ペー
ジ。著者西村アヤの住所は「和歌山県新宮町」。発行所の鈴屋出版部（大阪市東区平野
町三丁目二四）は代表が鈴木十三郎。印刷は中央堂（大阪市東区船越町二丁目三一　代
表・山上貞一）が行った。『ピノチヨ』には本文の他、著者による「はしがき」（全10ペー
ジ）と作家・沖野岩三郎による「アヤちゃんに送る手紙」（全12ページ）が載っている。
（２）　英語版 PINOCCHIO；The Adventures of a Marionette はクランプ（Walter S Cramp）が
英訳、ロックウッド（Sara E.H. Lockwood）が校閲、コープランド（Charles Copeland）
が挿絵を担当。ジン・アンド・カンパニィ（Ginn & Company）という出版社が1904年
に版権を取得し、出版した。この出版社はボストン、ニューヨーク、シカゴ、ロンドン
に店を持ち、他に『アラビアンナイト』『ガリバー旅行記』『ロビンソン・クルーソー』『グ
リム童話』『アンデルセンの物語』『シェイクスピアからのお話』等の児童読み物を多数、
出版している。西村アヤが聞いた話は、この英語版『ピノッキオ』だと判断する。
（３）　『ピノッキオ』の原典はイタリア語である。原作（英語版ピノッキオ）は原典を英語に
移したものだが、その際、原典の忠実な移し替えは期待できず、若干の加除が発生して
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いる。西村アヤは原典を知らず、原作の「読み聞かせ」の聴き取りをもとに『ピノチヨ』
を書いたのだから、ここで原典と『ピノチヨ』の比較を行ってもあまり意味をなさない。
むしろ、ここでは原作と『ピノチヨ』の比較なら有意義であると判断した。
（４）　上　笙一郎『文化学院児童文学史　稿』（社会思想社　2000年6月）21ページ参照。
（５）　この稿の末尾に、西村アヤが描いた絵を数点、示す。いずれも稚拙であるが、子ども
らしい味が出ている。キツネやネコの素描はともかくとして、ゲペットが若くて、女性
のような髪形をしているのはどういうわけであろうか。原作や原典のジェッペットのイ
メージとずいぶん、かけ離れているのではないだろうか。
（６）　西村アヤ『ピノチヨ』（鈴屋出版部　大正９年12月第５版＊大正９年５月初版）7ページ。
なお、引用に際し、旧仮名遣いは現代仮名遣いに改め、また、漢字の表記は統一するよ
うにした。以下、同様である。
（７）　前出（６）『ピノチヨ』13－15ページ
（８）　英語版 PINOCCHIO；The Adventures of a Marionette の出典については前出（２）参照。
（９）　前出（６）『ピノチヨ』23－24ページ。圏点は引用者。
（10）　英語版の翻訳は稿者が行った。以下、同様である。
（11）　前出（６）『ピノチヨ』28－29ページ。
（12）　この問題について、ここで多くのことにふれることができない。ただ一つ、さねとうあ
きら「『ピノッキオの冒険』の問題を考える」（『解放教育』1978年２月号）を参考文献
としてあげておく。なお、この論考はさねとうの著書『状況の中の児童文学』（明石書
店　1991年４月）に所収。
（13）　このエピソードに言及した文献に、高橋康雄『不思議の国の子どもたち』（大和書房　
1986年１月）がある。その中の１章「鼻の矜持」は、「仙女」がうそをいうピノッキオの「悪
いくせ」を直してやろうとして鼻が伸びることになっているが、ここはそういう「教訓」
のためでなく、もっと違った形で「鼻が伸びる」エピソードを生かせなかったものだろ
うかと高橋は問題提起している。興味深い見解である。
（14）　前出（６）『ピノチヨ』41―44ページ。傍線は引用者。
（15）　英語引用の後の日本語訳は稿者が行った。
（16）　西村アヤの物語創作は400字詰めで60枚ぐらいということになる。これは136ページ
（28,560字）＝400字詰めで約72枚という全体から挿絵の挿入部分を差し引いた計算であ
る。
（17）　前出（６）『ピノチヨ』124ページ。
（18）　前出（６）『ピノチヨ』22ページ。
（19）　前出（６）『ピノチヨ』130－131ページ。傍線は引用者。
（20）　原作及び原典には季節感を表現した箇所がほとんど見当たらない。作者コルローディは
イタリアの人だから、地中海式気候の影響か、雨や雪の感じ方は希薄であると判断する。
（21）　前出（６）『ピノチヨ』131－136ページ。
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［西村アヤの挿絵］
①　ゲペットがまず、ピノチヨを作る場面（本16頁）。
②　ピノチヨがキツネやネコと一緒に食事をしている場面（本30－31頁）。
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③　ピノチヨが黒ずくめの悪者から追いかけられる場面（本34頁）。
④　ピノチヨが青い髪のお姫様から薬を勧められる場面（本42頁）。
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④　ゲペットとピノチヨが海岸でキツネやネコと出会う場面（本116頁）。
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ピノッキオ関係文献総覧　　：和文ものを中心に
作成者　竹長吉正
＊文献リストの記述内容は、以下の順序になっています。   
 
①　書名　　②　訳または文の作者　　③　装幀及び挿絵の画家
④　出版社及びシリーズ名　　⑤　発行年月
１　ピノチヨ　　西村アヤ　　西村アヤ　　発行人・斎藤佐次郎
　　発売所・キンノツノ社
　　1920.05 ＊大阪の鈴屋出版部より第５版が1920.12
２　ピノチオ　　佐藤春夫　　チャールズ・コープランド　　改造社　　
1925.01
３　ピノチオ前篇・後篇　　佐藤春夫　　チャールズ・フォカード
　　春陽堂　　＊少年文庫６　　1932.10　　＊前篇・後篇の２分冊
４　註解ピノーキオ物語　　河村重治郎・編　　画家不明　　三省堂
　　新クラウン英文叢書　　1937.60 
５　ピノチオ 大木惇夫　　平賀晟豪 童話春秋社
　　伊太利の名作童話　　1939.03　　＊戦前の出版で第１版
６　ピノチオ　　佐藤春夫　　改造社　　＊改造文庫　　1939.09
７　ピノチオの冒険　　原作＝バルトロッツイ　　翻訳＝園武久
　　絵＝バルトロッツイ　　霞ヶ関書房　　新世界童話集１　　1942.12
　　＊1943再版
８　ピノチオ　　大木惇夫　　平賀晟豪　　童話春秋社
　　伊太利の名作童話　　1943.05　　＊戦前の出版で第7版
９　ピノッキオ　　柏熊達生　　表紙・口絵＝武井武雄
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　　扉絵＝岡　秀行　　湘南書房　　＊新日本少年少女選書　　1947.03
10　ピノチオ　　佐藤春夫　　鎌倉文庫　　1948.5
11　ピノチオ 大木惇夫　　平賀晟豪　　童話春秋社　　世界名作童話
　　1949.11＊戦後の第１版
12　ピノチオ（＊戦後・第２版）　　大木惇夫　装幀＝恩地孝四郎
　　表紙・口絵＝河
かわ
目
め
悌
てい
二
じ
　　大日本雄弁会講談社
　　世界名作童話全集11　　1950.2　　＊1953.10（第８版）
13　ピノッキオ　　柏熊達生　　画家不明　　岩波書店　　岩波文庫
　　1950.10　　＊1952.06（第３刷）
14　ピノチオ　　佐藤春夫　　中央公論社＊ともだち文庫　　1951.2
15　ピノッキオ　　柏熊達生　　石井マリ子　　筑摩書房
　　＊小学生全集39　　1953.04
16　ピノッキオ　　柏熊達生　　斎藤長三　　創元社
　　＊世界少年少女文学全集24　　1953.07 
17　ピノキオ　　宇野浩二　　装幀＝畠野圭右　　表紙・口絵＝相沢光朗
鶴書房　　1953.09＊1954.02　再版
18　ピノッキオ　　矢崎源九郎　　須田寿　　同和春秋社
　　＊わたくしたちの世界名作５　　1955.12 
19　ピノキオ　　光吉夏弥　　永田力　　トツパン＊トツパンの絵物語
　　1956.04
20　ぴのきお　　宮脇紀
とし
雄
お
　　若菜珪
けい
　　講談社
　　たのしい二年生四月号付録　　1957.04 
21　ピノキオ　　森いたる　　熊川正雄　　光文社＊動く絵本
　　1958.00 
22　ピノッキオ　　矢崎源九郎　　池田仙三郎　　講談社
　　＊少年少女世界文学全集39　　1958.10 
23　ピノッキオの冒険　　杉浦明平　　バルゲール　　岩波書店
　　＊岩波少年文庫176　　1958.11 
163
西村アヤ『ピノチヨ』の読解
24　ピノッキオ　　柏熊達生　　装幀＝沢田重
しげ
隆
たか
　　挿絵＝若菜珪
けい
　　小学館＊少年少女世界名作文学全集20　　1961.01　
25　ピノキオ　　関英雄･編　　山田三郎　　あかね書房
　　世界名作絵文庫21　　1963.05 
26　ピノッキオ　　佐藤春夫　　谷俊彦　　偕成社
　　児童世界文学全集18　　1963.12 
27　ピノキオ　　村上幸雄　　長谷川露二　　ポプラ社
　　＊世界名作童話全集34　　1964.03 
28　ピノッキオ　　安藤美紀夫　　池田仙三郎　　講談社
　　＊世界の名作図書館５　　1966.05＊1974年第９刷
29　ピノッキオ・青い鳥　　塚原健二郎　　花野原芳明　　偕成社
　　＊幼年世界文学全集４　　1967.30 
30　ピノキオ　　奈街三郎　　センバ太郎　　小学館
　　＊カラー版幼年世界文学８　　1969.20 
31　ピノッキオのぼうけん　　安藤美紀夫　　臼井都　　福音館
　　＊古典童話シリーズ３　　1970.10 
32　ピノッキオ　　後藤楢根　　センバ太郎　　小学館
　　＊少年少女世界の名作41　　1972.02 
33　ピノッキオ　　後藤楢根･岩崎純孝　　センバ太郎　小学館
　　＊少年少女世界の名作21　　1973.10 
34　ピノッキオの冒険　小沢正・渡辺和雄　セルジョ　小学館
　　＊国際版少年少女世界文学１　　1976.10 
35　ピノッキオ　　高橋久　　永井郁子　　集英社
　　＊子どものための世界名作16　　1979.30 
36　ピノキオ　　立原えりか　　岩切美子　　講談社
　　＊アニメ世界名作５　　1985.11 
37　ピノッキオ　　筒井敬介　　フレホ・アート　　小学館
　　＊学習版世界こども名作５　　1986.30 
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38　ピノキオ　　手島悠介　　ディズニー　　講談社
　　＊ディズニー名作童話館５　　1987.12＊1998年第25刷
39　ピノキオ　　森はるな　　ディズニー　　講談社
　　＊新編ディズニアニメランド14　　1995.12＊2000年第11刷
40　ピノキオ　　窪田僚　　ディズニー　　講談社
　　＊ディズニー名作アルバム11　　1997.02 
41　ピノキオ　　ジーナ・インゴリア　　訳＝橘高弓枝　　偕成社
　　＊ディズニーアニメ小説版22　　1998.12 
［解題］　＊文献リストの解説を以下、行う。
〈A〉西村アヤと佐藤春夫関連の本
１　ピノチヨ　　西村アヤ　　西村アヤ　　発行人・斎藤佐次郎
　　発売所・キンノツノ社　　1920.05
　　＊大阪の鈴屋出版部より第５版が1920.12
２　ピノチオ　　佐藤春夫　　チャールズ・コープランド　　改造社
　　1925.01
３　ピノチオ前篇・後篇　　佐藤春夫　　チャールズ・フォカード
　　春陽堂＊少年文庫６　　1932.10　　＊前篇・後篇の２分冊
26　ピノッキオ　　佐藤春夫　　谷俊彦　　偕成社
　　児童世界文学全集18　　1963.12 
　＊佐藤春夫とピノッキオとの出合いは、大正７年（1918）、和歌山県新宮
で友人の下村悦夫から英語版のピノッキオを見せられたことに始まる。春
夫はこの本を読んで興味を感じた。また、春夫はこの本を西村伊作に見せ
た。西村もこの本に興味を感じ、春夫から借り、それを家族に翻訳しなが
ら読み聞かせた。
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　西村の長女アヤは自ら、物語を再現することを試みる。伊作はこの仕事
を励まし、完成したら本にすると娘に約束する。西村アヤは自分の頭の中
に残った物語を文章と絵で再現した。アヤがその仕事を完成したのは大正
８年（1919）10月ごろ。父の伊作はそれを知り合いの作家沖野岩三郎（お
きの・いわさぶろう）に送った。沖野は児童書及び児童雑誌の出版を企て
ていた斎藤佐次郎（さいとう・さじろう）に見せ、斎藤はそれを大正９年
（1920）５月、出版。これが西村アヤによる『ピノチヨ』の誕生である。
　いっぽう、佐藤春夫は鈴木三重吉の雑誌『赤い鳥』に長篇童話を執筆す
ることを約束し、先の英語版ピノッキオを「いたづら人形の冒険」と題し
て大正９年（1920）１月（４巻２号）から連載する。この連載は途中、「い
たづら人形」と改題しつつも、同年８月（５巻３号）まで続いた。
　アヤが10歳から11歳の時に書いた『ピノチヨ』は初版の出版から約半年
後の12月、大阪の鈴屋出版部から第５版として出版された。
　佐藤春夫は大正12年（1923）２月、雑誌『女性改造』（２巻３号）に「ピ
ノチオ」と題して『赤い鳥』連載の続きを書く。この連載は５月（２巻６
号）まで続いた。そして春夫はさらに追加の原稿を書き、大正14年（1925）
１月、改造社から『ピノチオ』を出版した。
　以上が、我が国におけるピノッキオ本出版の最も初期の事情である。
　西村アヤの『ピノチヨ』は、ストーリーが正確ではないが、10歳前後の
少女が読み聞かせられた記憶をもとに、話を文章と絵で再現した。子ども
における物語受容の一つの事例として貴重である。
　また、佐藤春夫におけるピノッキオ物語の受容及び翻訳は、大人による
子ども読物への接近という現象で、興味深い。大正時代という、児童読物
が大切に扱われるようになった時代状況の反映である。春夫がこの物語に
個人的に興味を抱いたということもあるが、それ以上に、その興味を後押
しして雑誌連載や単行本出版を推進するという当時の文化的状況の熟成を
察することができる。
　佐藤春夫が関係したピノッキオ本は、たくさんある。
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１）『ピノチオ』改造社　大正14年（1925）１月13日　B6判　全296ページ
　副題として「あやつり人形の冒険」　挿絵は英語版（1904年）のチャー
ルズ・コープランド（※前掲リスト番号２）
２）『ピノチオ　前篇』『ピノチオ　後篇』　春陽堂＊少年文庫　昭和７年
（1932）10月10日　文庫判サイズだが、縦が通常より、やや長い。挿絵
はチャールズ・フォーカード（※リスト番号３）
３）『ピノチオ』　改造社＊改造文庫　昭和14年（1939）９月18日　文庫判
サイズだが、縦が通常より、やや長い。挿絵はまったくない。（※リス
ト番号６）
４）『ピノチオ』　鎌倉文庫　昭和23年（1948）５月１日　B6判　全300ペー
ジ　装幀・初
はつ
山
やま
滋
しげる
（※リスト番号10）
５）『ピノチオ』　中央公論社＊ともだち文庫　昭和26年（1951）２月10日
B6判　全268ページ　装幀・渡辺三郎（※リスト番号14）
６）『ピノッキオ』　偕成社＊児童世界文学全集18　昭和38年（1963）12月
５日　A5版　全372ページ　※但し、アミーチス「クオレ物語」を併収。
12〜224ページがピノッキオの物語。挿絵・谷俊彦（※リスト番号26）
　大正の終わりから昭和30年代の終わりまで約40年間、佐藤春夫はピノッ
キオ物語紹介・翻訳者として君臨していた。
　しかし、これ以後はイタリア語原書からの翻訳・紹介が主流となる。そ
の先鞭をつけたのが村山籌子（むらやま・かずこ）や柏熊達生（かしわぐ
ま・たつお）であったが、村山や柏熊の翻訳が出ていても、やはり、主流
は佐藤春夫であった。
　佐藤春夫の影響が下火となり、代わってイタリア語原書からの翻訳・紹
介が主流となって来るのは杉浦明平や安藤美紀夫の訳書（※リストは後に
掲載）が出版されるようになってからである。
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〈B〉大木惇夫関連の本
５　ピノチオ 大木惇夫　　装幀・挿絵＝平賀晟豪　　童話春秋社
　　伊太利の名作童話　　1939.03 
８　ピノチオ　　（＊戦前・第７版）　　大木惇夫
　　装幀・挿絵＝平賀晟豪　　童話春秋社　　伊太利の名作童話
　　1943.05 
11　ピノチオ　　（＊戦後･第1版）　　大木惇夫
　　装幀＝森田元子・挿絵＝平賀晟豪　　童話春秋社　　世界名作童話
　　1949.11
12　ピノチオ　　（＊戦後･第２版）　　大木惇夫　　装幀＝恩地孝四郎
　　表紙・口絵＝河
かわ
目
め
悌
てい
二
じ
　　大日本雄弁会講談社
　　世界名作童話全集11　　1950.2　　＊1953.10（第８版）
　＊戦前・第１版は昭和14年３月１日、童話春秋社の発行。装幀・挿絵は
平
ひら
賀
が
晟
せい
豪
ごう
。B6判、全325ページ。原作のほぼ全体を取り入れて、ストーリー
を展開している。
　「この名作をエヴリイマンス・ライブラリイの一九三四年版から訳しまし
た。」と著者大木惇
あつ
夫
お
は「まへがき」で述べている。また、「子どもの心理
をよくとらえていて、変化があって面白く、大人でも子どもでも読み出し
たらやめられぬほどのお話でありますが、それでいて、常に教育的でもあ
り、芸術的香気も高いのが何よりもうれしい」と、その作品価値を指摘し
ている。
むかし、むかし、あるところに……私がこう話しだすと、皆さんはす
ぐ、
「一人の王さまがありました。」
と、叫ぶでしょう。どっこい、ちがいますぞ、それは。むかし、むか
し、あるところに一本の木
き ぎ れ
片があったのです。
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という書き出しで始まる。この書き出しを始めとして、他に「旅人宿　赤
海老屋」「悪友　蠟燭の芯」などの名前の付け方も、先行作品、佐藤春夫
『ピノチオ』の影響を受けている。
　この本は昭和16年５月20日に、第７版を出している。「日伊親善」という
言葉が「まへがき」にあるが、昭和14年１月にはドイツの外務大臣から三
国同盟案が出され、ドイツ、イタリア、日本が三国同盟調印（昭和15年９
月27日）に動き出した。そのような時代背景からも、この本の出版事情の
一端がうかがえる。
　箱の挿絵は、元気な子どもがランドセルを背負って学校へ向かう姿が描
かれている。
　戦後・第１版（※リスト番号11）は、活字のポイントが小さくなり、全
220ページ。文章はほぼ変わりはない。表紙及び装幀を変え、花柄の服を着
た子どもがジャンプしている絵が描かれている。以前の平賀によるランド
セルを背負った子どもの姿から、森田のジャンプしている子どもの姿に変
えたのである。
　著者の大木惇夫（＊篤夫の名を用いたこともある）は明治28年、広島県
の生まれ。『風・光・木の葉』などの詩集で知られる詩人。語学の才に優
れ、ドイツ、フランス、イタリアなどの本を幾つか翻訳している。イタリ
アの本では、パピニの著『基督の生涯』（アルス社　昭和５年）を訳して出
版している。
　大木の『ピノチオ』（＊戦後・第２版・リスト番号12）は版元を変えて出
版された。巻末の「「ピノチオ」について」で、大木は次のように述べてい
る。
　「ピノチオ」がこの「世界名作童話全集」の中に加えられるにあたり、
おさない人たちに読んでいただくために、なるべく日本文としてやさし
く、わかりよく、読みやすく、全文を書きなおしました。そのため、部
分的な省略もかなりありますが、この名作を、わたくしの再話として読
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んでくださらば幸甚にぞんじます。
例えば、冒頭の部分は、次のようになっている。
むかし、むかし、あるところに……わたしがこう話しだすと、みなさ
んはすぐ、
「ひとりの王さまがありました。」
というのではないか、と思うかもしれませんが、どっこい、そうでは
ありません。むかし、むかし、あるところに一本の木ぎれがあったの
です。
〈C〉柏熊達生関連の本
９　ピノッキオ　　柏熊達生　　表紙・口絵＝武井武雄
　　扉絵＝岡　秀行　　湘南書房＊新日本少年少女選書
　　1947.03　　B6判　166ページ
13　ピノッキオ　　柏熊達生　　＊不明　　岩波書店
　　岩波文庫・第１刷　　1950.10　　※1952.06（第３刷）
15　ピノッキオ　　柏熊達生　　石井マリ子　　筑摩書房
　　小学生全集39　　1953.04
16　ピノッキオ　　柏熊達生　　斎藤長三　　創元社
　　＊世界少年少女文学全集24　　1953.07 
24　ピノッキオ　　柏熊達生　　装幀＝沢田重
しげ
隆
たか
　　挿絵＝若菜珪
けい
　　小学館　　＊少年少女世界名作文学全集20　　1961.01
　　新書判　318ページ　　
　＊柏熊達生（かしわぐま・たつお）は明治40年（1907）の生まれ（＊明
治41年とするものもあるが明治40年が正しい。昭和31年死去）。ローマ大
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学を卒業。東京外国語大学の教授。イタリア関係の翻訳書が多い。柏熊が
特にこだわったのは、作品の主人公の名前の表記である。それまで多く、
ピノチオまたは、ピノチヨ、ピノッチヨ、ピノキオ等と記されてきたが、
これは原語の発音に近いピノッキオと表記するのが正統的であると主張し
た。柏熊の翻訳したものはすべて、ピノッキオとし、一貫している。但し、
この主張は柏熊が初めて行ったのではなく、既に村山籌子（むらやま・か
ずこ）が昭和７年（1932）、『婦人之友』１月号に掲載した「長篇童話　ピ
ノッキオの冒険」連載第１回の訳者注記で述べている。「日本では今迄ピノ
チオとなつてゐるが、これは誤りである。伊太利語では、ピノッキオと発
音する。」村山は、このように述べていた。
　村山や柏熊がこのように述べなければならないほど、日本ではピノチオ
という呼称が流布していたのである。
　しかし、日本では昭和の戦後、つまり、昭和27年（1952）５月、アメリ
カからディズニー映画の「ピノキオ」が入って来て、今度はピノキオとい
う呼称及び表記が広がっていく。こうして、ピノッキオという呼称及び表
記は日本ではなかなか定着しない。
　ところで、柏熊のピノッキオ作品の翻訳で、本格的なのは岩波文庫のも
の。これは、部分的にやや生硬なところもあるが、ほぼ忠実な訳である。他
の小学生向け、少年少女向けのもの（９や15や16）は省略が多く、ピノッ
キオ作品の完全版を望む読者には不向きである。
　それは柏熊も承知していて、筑摩書房版小学生全集39『ピノッキオ』（※
リスト番号15）の「あとがき」で、「もとの話はこの約四倍の長さ」である
が、全訳を読みたい人は岩波文庫版の『ピノッキオ』をお読みくださいと
記している。
　しかし、筑摩書房版小学生全集39『ピノッキオ』には、また、それなり
の良さがある。
　例えば、作品の冒頭は次のとおりである。
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むかし、むかし、あるところに……
「王さまがあったとさ！」とみなさんはおっしゃるでしょうね。
ところが大まちがい、むかし、むかし、あるところに木のきれっぱし
があったのですよ。
それは、ぜいたくな木のきれっぱしではなくて、ほんのつまらない、
冬になると、へやをあたためるために、ストーブや、だんろにくべる
でしょう、あの薪
まき
にするような、木ぎれでした。
　このような調子で、小学生の子どもにわかるような、また、語りかける
ような文体で書かれている。
　さらに、お金の単位などは、イタリアのゼッキーニ金貨などというもの
の代りに五、六円とか二千円という日本の単位を用いている。
　そして、柏熊は筑摩書房版小学生全集39『ピノッキオ』の「あとがき」
で、この作品と『クオレ』（デ・アミーチス作）との併読を読者に勧めてい
る。
　また、『ピノッキオ』（小学館　1961.01※リスト番号24）は、ストーリー
に大幅な省略はないが、かなり意訳をしており、原文を忠実に辿るという
ものではない。例えば、作品の冒頭は、次のようになっている。
イタリアのある町に、アントニオという大工さんがいた。
アントニオは、親切なやさしい人で、一年じゅう、だれに会っても、
あいそよく、にこにこしていた。けれども、きのどくなことには、鼻
の頭がまるくふくれあがって、赤むらさき色につやつやと光っていた。
だれが見ても、まるでさくらんぼのじゅくしたのを、のせたようだっ
た。
「いよう、さくらんぼの親方。こんにちは。」
道で出会った人たちは、こうよんで、かたをたたいて親しんでいた。
ある日、さくらんぼ親方は、一本のぼう切れを見つけて、人にでも話
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しかけるように、楽しそうに、ひとり言をいった。
「やあ、こんにちは。これはいいところでおめにかかったな。おまえさ
んを使って、小さなテーブルの足を一本作るとしようか。」
　このように、かなり意訳である。
〈D〉杉浦明平と安藤美紀夫
23　ピノッキオの冒険　　杉浦明平　　バルゲール　　岩波書店
　　＊岩波少年文庫176　　1958.11 
28　ピノッキオ　　安藤美紀夫　　池田仙三郎　　講談社
　　＊世界の名作図書館５　　1966.05＊1974年第9刷,1979年第15刷
31　ピノッキオのぼうけん　　安藤美紀夫　　臼井都　　福音館
　　＊古典童話シリーズ３　　1970.10 
　これらの訳書については別稿で詳述する。
〈E〉ディズニー映画関連の本
　また、昭和期戦後の特色として、ディズニー映画「ピノキオ」関連の本
が数多く出版されるようになった。具体的には、次の本がある。
映画「ピノキオ」関連
38　ピノキオ　　手島悠介　　ディズニー　　講談社
　　＊ディズニー名作童話館５　　1987.12＊1998年第25刷
39　ピノキオ　　森はるな　　ディズニー　　講談社
　　＊新編ディズニアニメランド14　　1995.12＊2000年第11刷
40　ピノキオ　　窪田僚　　ディズニー　　講談社
　　＊ディズニー名作アルバム11　　1997.02＊第１刷1997年
41　ピノキオ　　ジーナ・インゴリア　　橘高弓枝・訳　　偕成社
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　　＊ディズニーアニメ小説版22 　1998.12＊第１刷1998年
〈F〉その他のピノッキオ本
４　註解ピノーキオ物語 　河村重治郎・編　画家不明　　三省堂
　　＊新クラウン英文叢書　　1937.60 
７　ピノチオの冒険　　作＝バルトロッツイ　　訳＝園武久
　　絵＝バルトロッツイ　　霞ヶ関書房　　新世界童話集１
　　1942.12　　＊1943.4再版
17　ピノキオ　　宇野浩二　　装幀＝畠野圭右　　表紙・口絵＝相沢光朗
　　鶴書房　　1953.09　　＊1954.02再版
４　註解ピノーキオ物語	 　河村重治郎・編　　＊不明　　三省堂
　　新クラウン英文叢書　　1937.60 
　＊クラウン英文叢書は先に長岡教授監修のもと、河村重治郎が編輯し全
24冊を世に送り出した。長岡教授没後、河村が続けて新クラウン英文叢書
を編輯し、全23冊を送り出した。このクラウン英文叢書・新クラウン英文
叢書は旧制中学校の英語副読本として編輯されたものである。ちなみに、
新クラウン英文叢書の内容は次のとおりである。
［１年用］（１冊）「テディとダン」
［２年用］（８冊）「兎と亀」「狐と葡萄」（以上、イソップより）「動物
物語」「失った１セント」「世界見物」「北斗星」「鶴
の恩返し」「眠りリンゴ」
［３年用］（８冊）「誕生日」「シンデレラ」「ピノーキオ物語」「機織り 
姫（ギリシャ神話から）」「ゴタムの賢人」「鬼退
治」「ギリシャ神話精選」「アルフレッド大王と乞食
（ジェームズ・ボルドウィンの５０の有名な話より）」
［４年用］（３冊）「トレミーからアインシュタインまで　　宇宙観の 
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変遷」「学童日記　　エデン・フィリポットの作によ
る」「アメリカ４大実業家伝　　カーネギー、ワナ
メーカー、エディソン、フォード」
 ［５年用］（３冊）「H. G. ウェルズによる有史前の世界から」「近代発明
物語」「ブース・ターキングトンによるペンロッド」
　「ピノーキオ物語」は菊半判で全88ページ。四つのパートから成り立つ。
アントニオ親方が不思議な木切れを見つけたところから始まり、それを
ジェッペットに譲る（ここまでがパート１）。ジェッペットはその木切れで
人形を作る。人形はピノーキオと名づけられる。ピノーキオは町へとび出
し、大騒ぎとなるが、家に連れ戻される。一人で家にいると、ものを言う
コオロギが出て来て、行動をいさめられる。怒ったピノーキオはコオロギ
に木
き づ ち
槌（mallet）を投げつける。コオロギはものを言うことができなくな
り、壁にくっついたままになる（ここまでがパート２）。ピノーキオは空
腹を感じ、何かないかと食べ物を探す。卵を見つけ、それでオムレツでも
作ろうとして卵を割ると、中からヒヨコが飛び出す。がっかりしたピノー
キオは村に向かって走り出す。すると雷が鳴り、稲光がするのでピノーキ
オは怖くなり、また駆けだす。すると今度は一軒の家を見つける。ベルを
押すと、しばらくして老人が現れる。この老人はピノーキオの頭から水を
かけた。ピノーキオは仕方なく家に帰ると、ストーブに足をかけたまま、
ぐったりして眠ってしまう（ここまでがパート３）。ピノーキオを起こし
たのはジェッペットだった。ジェッペットが見ると、ピノーキオの足は燃
えて、なくなっていた。どうしたのかと聞くと、ピノーキオは雷の中、家
を飛び出してからの一部始終を話す。ジェッペットは話を聞いていて、要
するにピノーキオは空腹なのだと理解した。それで、ポケットから三個の
梨を取り出して彼に与えた。ピノーキオはそれをむさぼるようにして、芯
まで食べた。それからジェッペットはピノーキオに新しい足を作ってやっ
た。そして、新しい足ができるとピノーキオはさっそく、外へ飛び出そう
とした。ジェッペットはピノーキオを学校に行かせようとした。しかし、
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お金がなかったので、紙で服を作り、木の皮で靴を、パンの練り粉で帽子
を作った。最後にABCの本だが、これはどうしても作ることができなかっ
た。それでジェッペットは家を出て、古着屋を見つけた。彼は自分の上着
を売って、ABCの本を買ってきた。外はその時、雪が降っていた。ピノーキ
オはジェッペットの暖かい心を感じて、彼の頬にキスの雨を降らした（こ
こまでがパート４）。
　この本には、パート２とパート４の後にそれぞれ、文法練習の問題が付
いている。
　既に粗筋で見たように、このピノーキオ物語はピノッキオ物語の初めの
部分を忠実に再録している。
７　ピノチオの冒険　　作＝バルトロッツイ　訳＝園　武久
　　絵＝バルトロッツイ　　霞ヶ関書房　　新世界童話集１
　　1942.12　　＊1943.4再版
　＊A5判で252ページ。これは、ピノチオ原話の続篇として書かれたもの。
作者のバルトロッツイはイタリア人だが、この本はスペインで書かれスペ
インで出版された。はじめに「ピノチオ君の紹介」という部分があって、
そこではピノチオ原話の前半部（木から生まれたピノチオがいろんなこと
をやり、ついに、ゼペットが自分を探しに舟を作って海へ出たということ
を聞き、鳩の背に乗ってゼペットを探しに行くところ。）が要約的に紹介
されている。それから、「月世界の旅」「無人島漂流」「海底旅行」「北極探
検」等の旅や冒険の話が綴られる。そして、「ピノチオの探偵」「ピノチオ
一世」「たのしいお国」等の話が紹介される。
　例えば「ピノチオ一世」は、チユアチユア人の野蛮な村で、新しく王様
になったピノチオ一世は、その村を文明の国（ヨーロッパ一流の大都会の
ような国）にしてしまうというもの。しかし、そのような文明国になった
チユアチユア人たちの村をうらやましがり、嫉妬するタルムンチの人たち
がいた。そして、ついに、タルムンチの人はチユアチユア人たちの村を攻
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撃した。二つの村は戦争になった。その時、チユアチユア人たちの村にピ
ノチオはいなかった。彼は隣の村の王さまの招きで狩りに出かけていた。
攻撃されても、チユアチユア人たちははむかう勇気がなかった。昔は強く、
勇敢だったのに、今はすっかりひ弱になっていた。ピノチオは急いで帰り、
軍隊を立て直し、戦闘の態勢を調えた。ピノチオは軍の先頭に立って戦っ
た。そして、どうにか相手のタルムンチ軍をやっつけることができた。チ
ユアチユア軍は勝利のしるしに、ピノチオ一世を胴上げしようとして、そ
の姿を探したが、どこにも見つからない。それは戦いの最後の方で、ピノ
チオの乗った馬が敵の放った矢に当り、馬は苦しみのあまり、夢中になっ
て駆けだしたからだ。馬は何時間も駆け続け、ついに海中に飛び込んだ。
彼はその瞬間、砂の上に飛びおりた。そして、気を失っていると、大きな
頭をした野蛮人につかまり、湯気の立っている大釜に入れられた。彼らは
ピノチオを食べようとしているのだ。そこへ、チユアチユア人の王女と家
来がやって来て、パセリと「木の人形」を一緒に煮たら「恐ろしい毒」が
できるという。そして、王女と家来はピノチオを救い出す。そして、チユ
アチユア人の村に帰るが、誰も彼のことを覚えていない。王さまは他の者
がなっているし、ピノチオは死んだものと思っている。それでピノチオは、
こんなやつらとは一緒に暮らせないと思い、この村を去る。ただ、親切な
王女と忠実な家来とには、別れを惜しみつつ。
　「たのしいお国」は、働かなくてもお金持ちになれる国を探してピノチオ
が出かけるという話で、多少、ピノチオ原話と似た部分がある。しかし、
そのたのしい国で楽しく暮らし、ついに、その国のお姫さまと結婚するこ
とになった彼はある日、不思議な一軒の家を見つける。外から家の中の様
子をうかがうと、中では人がたくさんいて、こんなことを話していた。「お
れたちは、この国をひっくり返さなければならないと思う。こんな国では
とても暮らしていくことはできない。」不思議なことを言うやつがいるもの
だとピノチオはなおも聞き耳を立てると、今度は次の言葉が聞こえてきた。
「この国では、人はみんな幸せだ。食べたいものは食べられるし、暑くも
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ないし寒くもない。それに病気になる心配もいらない。だから、誰も何も
しようとは思わないんだ。これは恐ろしいことだ。この国では望みという
ことがないんだ。それに、みんなは苦しみを知らないから、ほんとの幸い
を知らないんだ。おれは仲間たちに言うがね。苦しみもなく、望みもない
暮らしは、生きている値打ちのない、本当にくだらないことなんだよ。い
つもお腹がいっぱいなら、どうして食べる楽しみがわかるかね。また、敵
がなければ、どうして味方のありがたさがわかるだろうか。休みを楽しむ
ためには、疲れるということがいるんだ。苦しみを知らなければ、楽しむ
ということもわからないのだ。おれたちは、他の国のような生活を立てよ
うではないか。苦しみ、万歳！」　ピノチオはこれを聞いてびっくりする。
そして、ピノチオは悟った。たのしいお国は、ふらふらと遊びまわってい
る人たちだけに良いところなのだ。ピノチオはすぐさま、荷物をまとめて、
もと来た道を、なつかしい故郷に向かって歩き出した。
　このように、なかなかいい話もあるが、ストーリーが輻輳していて、決
してわかりやすい話ではない。
　有名な話には、このような類話や続き話が多くつくられる。バルトロッ
ツイのこの話が、その一つである。
　他の続き話としてはコルロディの弟パオロ・ロレンツィーニの『ピノッ
キオの心』、オランダでモンヒアルディニの『ピノッキオの秘密』、アメリ
カでパトリの『ピノッキオのアメリカ訪問』などが出版されたそうである。
17　ピノキオ　　宇野浩二　　装幀＝畠野圭右　　表紙・口絵＝相沢光朗
　　鶴書房　　1953.09　　＊1954.02再版　　A5判　全170ページ
　＊淡々とした文章と、歯切れのよい言葉で物語が展開していく。また、
「まえがき」で、「ピノキオは、ねは、わるいこどもなのでは、ありません。
けれど、人形のかなしさで、何しろ、あたまが木でできているものですか
ら、ふつうの子どもにくらべて、少しばかり、人がよすぎるんです。」と
か、「みなさんには、ぜったいに、ピノキオのようなことはない、と思いま
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すけれど、しかし、この本をよんでみますと、人ごとでなく、考えさせら
れる、というようなところも、いくらかは、よみとれるかもしれません。」
と述べている。物語の内容や、主人公の生き方と少し距離を置いた筆者の
姿勢が読み取れる。筆者宇野浩二は読者である子どもに、この物語の中に
どっぷりと浸るよりも、少し距離を置きながら読むことも勧めている。し
かし、「人ごとでなく、考えさせられる、というようなところも、いくらか
は、よみとれるかもしれません。」というように、読者である子どもが自分
とピノキオとの近似する部分を見出すことを期待している。
　書き出しの文章は、次のとおりである。
　あるところに、一きれの木が、ありました。それは、とくべつ、「りっ
ぱな木」といわれるほどのものではありません。冬になると、ストー
ブや、ろにくべるような、ほんの、つまらない、一きれの「たきぎ」
の木、でありました。
　ある日、どうしたわけか、この木ぎれが、ひょっこり、一人のおじ
いさんの大工の店に、すがたをあらわしました。
　この大工は、その鼻のあたまを、いつも、じゅくしたさくらんぼの
ように、つやつやと、あかむらさき色に、していましたので、みんな
から、「さくらんぼ親方」と、よばれていました。
　さくらんぼ親方は、その木ぎれを見ました時、うれしさに、手をも
みながら、
　「これは、ちょうどいい。これで、小さなテーブルのあしを、一本、
こしらえるとしよう。」
　そういって、すぐに、よく、といであるおのを、手にとりあげました。
